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｢社会とマネジメン
東
京
　
桑
弧
社
の
め
ぎ
し
た
「
清
警
冠
匍
」
牛
Ｉ
ワ
ー
ド
ー
ロ
冠
句
　
　
口
入
門
書
　
　
口
明
治
　
　
　
　
　
　
一
　
京
阪
地
方
の
笠
付
（
冠
句
）
も
、
東
海
地
方
の
狂
俳
も
、
そ
の
発
生
を
み
た
江
戸
時
代
に
続
い
て
明
治
期
も
盛
ん
に
楽
し
ま
れ
、
種
々
な
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
。
　
一
方
、
関
東
地
方
で
も
、
明
治
二
十
一
　
二
八
八
八
）
年
十
月
、
東
京
で
、
「
清
警
冠
句
」
と
角
書
す
る
「
桑
弧
集
」
初
編
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
五
文
字
の
題
に
十
二
音
を
付
け
、
句
末
の
止
め
方
に
制
約
の
な
い
　
「
冠
句
」
よ
り
も
、
字
数
に
制
限
の
な
い
題
に
十
二
音
を
付
け
、
句
末
を
用
言
の
終
止
形
で
止
め
る
な
ど
の
制
約
の
多
い
「
狂
俳
」
形
式
に
近
い
「
冠
句
」
で
、
「
清
警
冠
句
」
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
冨
　
田
　
和
　
子
　
そ
の
二
編
（
明
治
二
十
一
年
十
二
月
刊
）
に
、
桑
弧
社
名
誉
社
員
・
講
師
の
若
葉
家
志
計
留
に
よ
る
「
作
例
一
斑
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
句
作
上
、
　
「
目
下
必
要
を
感
ず
る
作
例
五
則
を
抄
出
し
」
と
、
。
特
に
注
意
す
べ
き
次
の
五
点
を
あ
げ
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
冠
句
の
作
法
を
述
べ
て
い
る
。
　
　
第
一
　
用
字
の
例
及
び
其
算
法
　
　
　
　
　
ざ
う
だ
い
　
き
ま
り
　
　
　
き
’
八
Ｉ
へ
か
た
　
せ
っ
ぶ
っ
　
　
第
二
　
雑
題
の
句
に
。
季
候
又
は
節
物
を
用
ゆ
る
の
例
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
の
も
の
第
三
句
に
典
故
を
用
ゆ
る
の
例
　
　
　
　
　
札
付
た
る
ふ
る
ご
と
　
　
第
四
　
方
言
を
用
ゆ
る
の
例
　
　
第
五
　
西
洋
言
語
を
用
ゆ
る
の
例
　
い
ず
れ
も
言
葉
に
関
す
る
も
の
で
、
明
治
の
文
明
開
化
期
に
お
け
る
言
葉
へ
の
関
心
の
高
さ
と
扱
い
方
の
難
し
さ
が
窺
え
る
。
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当
時
、
こ
の
よ
う
な
作
法
や
入
門
書
は
、
川
柳
風
狂
句
で
も
、
七
世
川
柳
が
校
閲
す
る
『
初
心
必
読
狂
句
虎
の
巻
』
（
遠
来
舎
友
得
著
、
篠
田
久
次
郎
編
　
滑
稽
堂
　
明
十
六
）
か
お
り
、
俳
諧
で
は
、
正
岡
子
規
の
有
名
な
俳
論
書
「
俳
諧
大
要
」
（
明
二
十
八
）
、
そ
れ
以
前
に
子
規
が
「
撮
祭
書
屋
俳
話
」
で
批
評
し
た
撫
松
庵
兎
喪
の
『
俳
諧
麓
酒
栞
』
（
同
楽
堂
　
明
二
十
五
）
や
、
其
角
堂
機
一
の
『
発
句
作
法
指
南
』
（
頴
才
新
誌
社
　
同
年
）
か
お
り
、
ま
た
、
和
歌
で
も
佐
佐
木
信
綱
の
『
歌
の
し
を
り
』
（
博
文
館
　
同
年
）
や
一
事
庵
史
栞
編
『
発
句
独
稽
古
』
　
（
弘
文
堂
　
同
年
）
な
ど
、
多
く
の
作
法
書
、
俳
論
・
歌
論
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
。
若
葉
家
志
計
留
に
よ
る
「
清
警
冠
句
」
の
作
法
書
が
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
冠
句
に
も
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
作
法
書
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
お
そ
ら
く
明
治
五
年
に
、
政
府
の
国
民
教
化
政
策
に
よ
っ
て
教
部
省
に
設
置
さ
れ
た
教
導
職
制
度
の
導
入
に
起
因
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
桑
弧
社
と
の
交
流
が
う
か
が
え
る
名
古
屋
の
狂
俳
結
社
で
あ
る
雅
風
教
会
清
原
社
の
規
約
集
を
検
討
す
る
こ
と
で
は
っ
き
り
見
え
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
述
べ
た
の
で
、
本
稿
で
は
若
葉
家
志
計
留
に
よ
る
「
作
例
一
斑
」
を
紹
介
し
た
い
。
　
先
に
別
稿
で
、
撫
松
堂
安
楽
が
「
桑
弧
集
」
初
編
の
説
文
で
述
べ
た
「
吟
詠
物
」
に
対
す
る
強
い
思
い
入
れ
と
、
新
し
い
冠
句
を
東
京
か
ら
全
国
的
な
文
芸
に
育
て
よ
う
と
し
た
動
き
を
考
察
し
た
。
そ
こ
で
は
、
桑
弧
社
の
「
清
警
冠
句
」
は
、
文
明
開
化
の
風
潮
を
強
く
意
識
し
、
正
岡
子
規
が
「
俳
諧
大
要
」
で
述
べ
る
以
前
か
ら
、
観
点
的
風
雅
と
密
着
し
た
、
い
わ
ゆ
る
月
並
風
を
否
定
し
、
新
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
冠
句
を
目
指
し
た
こ
と
と
、
東
海
地
方
の
狂
俳
壇
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
桑
弧
集
」
二
編
に
載
せ
る
「
作
例
一
斑
」
か
ら
、
桑
弧
社
の
め
ざ
す
冠
句
の
形
を
み
て
お
き
た
い
。
　
因
み
に
、
「
清
警
冠
句
」
と
は
、
清
く
警
め
る
と
い
う
道
徳
的
で
明
治
臭
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
　
な
お
、
「
作
例
一
斑
」
は
長
文
の
た
め
、
末
尾
に
翻
刻
を
付
す
。
　
　
　
　
　
二
　
「
作
例
一
斑
」
の
概
要
　
こ
の
「
作
例
一
斑
」
は
、
そ
の
冒
頭
で
述
べ
る
と
お
り
、
後
進
の
た
め
の
冠
句
作
法
書
の
一
部
で
あ
り
、
「
桑
弧
集
」
に
投
吟
す
る
者
が
選
評
に
不
満
を
抱
か
な
い
た
め
の
桑
弧
社
の
定
論
の
一
部
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
随
所
に
桑
弧
社
の
め
ざ
す
冠
句
の
形
を
述
べ
て
い
る
。
　
ま
ず
、
作
例
五
則
を
要
約
す
る
と
、
「
第
一
　
用
字
の
例
及
び
其
算
法
」
で
は
、
冠
句
の
付
句
の
文
字
数
を
十
二
字
に
限
定
す
る
。
そ
の
理
由
を
、
ま
ず
冠
句
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
十
二
字
で
感
動
を
言
い
尽
く
す
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
次
に
用
字
は
主
に
使
い
慣
れ
た
俗
語
を
使
う
上
に
、
題
の
趣
に
応
じ
て
、
雅
語
で
も
漢
語
で
も
西
洋
語
で
も
最
適
な
言
語
を
使
え
ば
よ
い
こ
と
を
あ
げ
、
更
に
字
数
の
数
え
方
は
、
注
意
が
必
要
な
言
葉
も
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
大
根
を
「
だ
い
こ
」
、
仲
人
を
「
な
こ
ど
」
の
よ
う
に
、
聞
い
て
句
意
が
わ
か
れ
ば
少
な
く
数
え
て
も
よ
い
こ
と
を
あ
げ
る
。
こ
れ
だ
け
自
由
な
の
だ
か
ら
、
字
数
を
守
ら
な
い
の
は
、
不
勉
強
と
い
う
し
か
な
い
と
ま
で
言
い
切
る
。
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次
の
「
第
二
　
雑
題
の
句
に
。
季
候
又
は
節
物
を
用
ゆ
る
の
例
」
で
は
、
雑
題
の
句
に
は
、
必
ず
作
句
す
る
と
き
の
天
候
や
季
節
の
物
を
つ
か
う
こ
と
。
冬
の
巻
の
雑
題
に
、
夏
の
天
候
や
事
物
を
使
う
よ
う
な
こ
と
は
、
各
人
の
感
動
を
句
に
す
る
と
い
う
吟
詠
物
の
原
則
に
反
す
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
季
節
の
こ
と
で
も
、
季
節
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
人
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
た
と
え
斬
新
な
趣
向
、
巧
み
な
表
現
で
も
、
わ
ず
か
に
人
の
心
を
動
か
す
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
季
節
が
合
わ
な
い
と
「
桑
弧
集
」
編
纂
の
体
面
を
損
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
雑
題
の
句
に
、
天
候
や
季
節
の
事
物
を
付
け
る
と
き
は
、
季
節
に
あ
っ
た
も
の
を
使
う
。
　
　
「
第
三
　
句
に
典
故
を
用
ゆ
る
の
例
」
で
は
、
故
事
を
使
え
ば
、
文
字
を
省
略
で
き
た
り
、
句
意
に
深
み
を
持
た
せ
た
り
で
き
る
。
し
か
し
、
た
だ
単
に
故
事
を
述
べ
た
だ
け
の
も
の
で
は
い
け
な
い
。
現
在
の
自
分
の
感
動
を
句
に
込
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
「
算
火
」
と
い
う
題
に
「
隼
人
犬
の
声
仕
と
る
」
と
付
け
て
も
、
た
だ
古
昔
大
嘗
会
の
式
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
り
、
「
雪
の
朝
」
と
い
う
題
に
「
四
十
七
人
引
揚
げ
る
」
と
付
け
て
も
、
赤
穂
浪
士
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
の
朝
の
解
説
に
す
ぎ
な
い
。
い
く
ら
巧
妙
で
も
、
た
だ
取
り
合
わ
せ
が
よ
い
と
い
う
だ
け
で
、
作
者
の
感
動
が
な
け
れ
ば
人
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
例
え
ば
、
「
眼
識
」
と
い
う
題
に
コ
局
い
軒
に
見
初
め
と
る
」
と
付
け
て
も
冠
句
で
は
な
く
、
「
恋
婿
梁
氏
に
も
恥
ぢ
ぬ
」
と
付
け
れ
ば
冠
句
で
あ
る
。
　
　
「
第
四
　
方
言
を
用
ゆ
る
の
例
」
で
は
、
従
来
各
地
の
冠
句
集
は
そ
の
土
地
の
方
言
を
使
っ
て
効
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
本
社
の
目
的
は
、
冠
句
の
全
国
普
及
に
あ
る
の
で
、
本
社
で
は
、
用
語
は
全
国
共
通
語
を
使
う
必
要
か
お
る
。
と
は
い
え
、
題
ま
た
は
句
柄
に
よ
っ
て
、
方
言
や
隠
語
・
謎
語
・
流
行
言
語
等
を
許
す
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
バ
ツ
テ
ン
」
で
長
崎
人
、
「
大
門
」
で
吉
原
を
示
し
、
車
夫
が
「
坂
東
」
と
い
え
ば
八
銭
、
盗
賊
が
「
娘
」
と
い
え
ば
土
蔵
な
ど
。
つ
ま
り
、
方
言
等
は
必
要
な
時
に
使
い
、
そ
の
他
は
全
国
共
通
語
を
使
う
こ
と
。
　
　
「
第
五
　
西
洋
言
語
を
用
ゆ
る
の
例
」
で
は
、
世
間
の
風
潮
に
あ
わ
せ
、
新
事
物
を
冠
句
の
素
材
に
取
り
込
む
こ
と
は
、
作
者
が
す
す
ん
で
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
本
社
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
新
事
物
に
は
、
欧
米
諸
国
の
説
か
ら
輸
入
品
ま
で
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
新
熟
字
や
西
洋
語
を
使
う
必
要
が
生
じ
る
。
と
は
い
え
、
本
社
の
評
者
（
点
者
）
の
中
に
は
、
冠
句
に
は
堪
能
で
も
簡
単
な
洋
語
も
苦
手
な
者
も
い
れ
ば
、
英
語
は
わ
か
る
が
仏
語
・
独
語
は
わ
か
ら
な
い
者
も
い
る
。
そ
こ
で
、
本
社
は
、
使
用
す
る
西
洋
語
を
英
語
に
限
定
し
、
表
記
方
法
を
規
定
し
た
。
　
　
　
　
　
三
　
桑
弧
社
の
め
ざ
し
た
「
清
警
冠
句
」
　
　
「
作
例
一
斑
」
を
、
よ
り
短
く
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
清
警
冠
句
の
付
句
の
文
字
数
は
必
ず
十
二
字
で
あ
る
。
こ
の
中
に
各
自
の
感
動
を
言
い
尽
く
す
と
こ
ろ
に
清
警
冠
句
の
妙
味
か
お
る
。
そ
の
た
め
、
用
字
は
主
に
使
い
慣
れ
た
俗
語
を
使
う
が
、
題
に
よ
っ
て
は
、
雅
語
で
も
漢
語
で
も
西
洋
語
で
も
最
適
な
言
語
を
使
え
ば
よ
い
。
更
に
、
共
感
を
呼
ぶ
た
め
に
、
雑
題
の
句
に
は
必
ず
作
句
す
る
と
き
の
天
候
や
季
節
の
事
物
を
つ
か
っ
て
、
現
在
の
自
分
の
感
動
を
句
に
込
め
る
。
故
事
を
使
う
と
き
も
、
た
だ
単
に
故
事
を
説
明
す
る
の
で
は
な
一
一
一
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く
、
同
様
に
自
分
の
感
動
を
句
に
込
め
る
よ
う
に
す
る
。
　
本
社
の
目
的
は
、
こ
の
清
警
冠
句
の
全
国
普
及
に
あ
り
、
重
要
課
題
は
、
世
間
の
風
潮
に
あ
わ
せ
、
新
事
物
を
冠
句
の
素
材
に
取
り
込
む
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
社
で
は
、
全
国
共
通
の
用
語
を
基
本
と
し
、
題
や
句
柄
に
よ
っ
て
方
言
や
隠
語
・
謎
語
・
流
行
言
語
等
を
注
意
し
て
最
適
に
使
う
。
ま
た
、
使
用
す
る
西
洋
語
を
英
語
に
限
定
し
、
表
記
方
法
を
規
定
し
た
。
　
先
に
別
稿
で
考
察
し
た
と
お
り
、
桑
弧
社
の
「
清
警
冠
句
」
は
、
文
明
開
化
の
風
潮
を
強
く
意
識
し
、
正
岡
子
規
が
「
俳
諧
大
要
」
で
述
べ
る
以
前
か
ら
、
観
点
的
風
雅
と
密
着
し
た
、
い
わ
ゆ
る
月
並
風
を
否
定
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
冠
句
を
目
指
し
、
そ
れ
を
東
京
か
ら
全
国
的
な
文
芸
に
育
て
よ
う
と
し
た
動
き
が
見
て
と
れ
る
。
　
次
に
、
実
際
の
句
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
「
桑
弧
集
」
初
編
か
ら
二
人
以
上
の
点
者
に
え
ら
ば
れ
、
人
気
の
あ
っ
た
句
を
い
く
つ
か
引
用
し
た
い
。
し
ぐ
る
Ｘ
蝉
声
噴
水
向
ふ
見
ず
の
熊
と
、
ゞ
ろ
　
な
る
轟
く
鳴
神
捲
上
げ
た
簾
蓮
飯
夢引
出
し
違
ひ
そ
ら
だ
の
め
保
存
費
下
賜
の
札
高
い
　
　
　
　
こ
の
幾
妻
と
散
歩
し
に
来
と
る
独
り
の
母
に
孝
尽
す
場
は
安
潰
れ
し
て
引
け
る
蓮
の
香
添
て
膳
配
る
白
珠
飛
ば
す
雨
誉
る
平
家
は
語
る
人
も
泣
く
読
め
ぬ
聯
エ
イ
事
も
あ
る
添
ッ
た
ら
舌
が
二
枚
あ
る
　
年
人
女
１
子
の
日
　
飛
猿
蚤
み
ど
り
　
若
葉
家
　
瓢
華
庵
三
河
日
Ｕ
¨
　
祥
司
　
飛
猿
　
　
　
　
　
か
ん
ざ
し
龍
駒
の
管
余
念
な
く
水
好
み
し
て
湯
屋
遠
い
母
衣
蚊
屋
の
愛
覗
い
と
る
四
１
史
観
　
三
巴
　
先
に
み
た
と
お
り
「
作
例
一
斑
」
で
は
、
世
間
の
風
潮
に
あ
わ
せ
、
新
事
物
を
冠
句
の
素
材
に
取
り
込
む
こ
と
が
、
重
要
課
題
で
あ
る
と
の
べ
た
。
し
か
し
、
新
し
い
事
物
を
句
の
素
材
に
取
り
込
ん
で
、
多
く
の
点
者
の
共
感
を
え
ら
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
つ
ま
り
、
た
だ
新
し
い
事
物
を
句
の
素
材
に
取
り
込
め
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
付
句
十
二
字
で
各
自
の
感
動
を
言
い
尽
く
す
と
こ
ろ
の
妙
味
が
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
個
人
を
特
定
で
き
る
名
前
が
題
に
な
る
こ
と
は
珍
し
い
が
、
二
編
に
　
「
祠
掌
の
清
臣
さ
ん
」
と
い
う
題
か
お
る
。
掲
載
句
を
並
べ
て
み
る
と
人
柄
が
彷
彿
さ
れ
て
、
お
も
し
ろ
い
。
引
用
す
る
と
、
次
の
と
お
り
。
〔
下
段
の
（
　
）
は
撰
者
名
〕
祠
掌
の
清
臣
さ
ん
　
猿
に
取
ら
れ
た
傘
呉
れ
る
祠
掌
の
清
臣
さ
ん
し
し
ゃ
う
　
き
ょ
お
み
祠
掌
の
清
臣
さ
ん
祠
掌
の
清
臣
さ
ん
祠
掌
の
清
臣
さ
ん
祠
掌
の
清
臣
さ
ん
祠
掌
の
清
臣
さ
ん
英
語
こ
な
し
て
洋
酒
飲
む
の
っ
と
　
く
ゎ
ん
ぜ
り
う
賛
詞
に
観
世
流
ま
じ
る
う
ち
ま
き
貸
せ
と
歌
が
来
る
瓊
細
な
無
心
口
龍
る
後
か
ら
見
。
や
髭
か
お
る
炊
伽
に
ま
で
教
れ
と
る
笛
廼
舎
（
若
葉
家
・
瓢
華
庵
・
安
楽
撰
）
斐
文
（
玉
池
仙
館
撰
）
玉
池
（
若
葉
家
撰
）
瓢
華
庵
（
飛
猿
撰
）
安
楽
（
米
斎
撰
）
斐
文
（
笛
廼
舎
撰
）
飛
猿
（
五
湖
撰
）
　
と
て
も
ハ
イ
カ
ラ
で
教
養
の
あ
る
愛
す
べ
き
有
名
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
中
で
も
一
番
人
気
の
あ
っ
た
句
は
、
最
初
の
句
で
、
三
名
の
点
者
に
選
ば
れ
た
。
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こ
れ
ら
の
句
に
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
愛
情
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
を
感
じ
る
。
　
　
　
　
　
ま
と
め
　
「
清
警
冠
句
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
清
く
警
め
る
と
い
う
道
徳
的
で
明
治
臭
か
お
る
。
そ
れ
と
掲
載
句
か
ら
、
「
作
例
一
斑
」
で
め
ざ
す
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
冠
句
と
は
、
Ｔ
言
で
い
え
ば
、
付
句
十
二
字
で
各
自
の
感
動
を
言
い
尽
く
し
、
題
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
・
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
や
時
代
を
こ
え
て
共
感
さ
れ
る
句
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
東
京
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
好
者
を
２
　
や
し
て
全
国
展
開
で
き
た
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
翻
刻
紹
介
　
東
京
　
清
警
冠
句
「
作
例
一
斑
」
　
　
【
凡
例
】
　
引
用
に
際
し
、
読
解
の
便
を
ば
か
り
、
漢
字
は
通
行
字
体
に
改
め
、
句
読
点
・
濁
点
を
施
し
た
。
た
だ
し
、
底
本
に
あ
る
も
の
と
、
恣
意
に
施
し
た
も
の
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。
　
底
本
に
は
、
振
り
仮
名
が
左
右
に
あ
り
、
右
ル
ビ
に
読
み
、
左
ル
ビ
に
意
味
を
記
す
。
ル
ビ
の
表
記
は
底
本
ど
お
り
。
　
次
に
、
簡
潔
に
「
桑
弧
集
」
二
編
の
書
誌
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
椿
紙
共
表
紙
、
書
き
題
簑
四
周
双
辺
。
題
簑
下
に
、
旧
所
蔵
者
の
「
牧
村
」
印
あ
り
。
縦
十
八
こ
二
×
横
十
一
・
九
（
糎
）
、
一
冊
。
　
本
文
、
精
紙
袋
綴
、
墨
付
き
二
十
丁
〔
内
、
題
辞
（
笛
廼
舎
日
々
久
）
　
一
丁
・
作
例
一
斑
（
若
葉
家
志
計
留
）
七
丁
・
撰
句
十
一
丁
・
附
録
一
丁
〕
。
他
に
、
刊
記
あ
り
。
版
心
「
桑
二
　
丁
付
」
。
一
丁
目
右
上
に
、
扇
子
を
前
に
し
て
お
辞
儀
を
す
る
福
助
の
額
に
「
梅
嶺
」
と
記
寸
蔵
書
印
あ
り
。
　
点
者
は
、
若
葉
家
志
計
留
（
名
誉
社
員
講
師
）
、
玉
池
仙
館
主
人
・
瓢
華
庵
千
成
・
米
斎
豊
年
・
此
樹
庵
こ
の
畿
・
笛
廼
舎
日
々
久
（
以
上
、
五
名
、
名
誉
社
員
）
、
金
波
楼
湖
夕
（
通
常
社
員
協
議
員
）
、
成
錦
舎
斐
文
・
白
鴎
舎
五
湖
・
青
松
庵
飛
猿
（
以
上
、
三
名
、
通
常
社
員
幹
事
）
、
撫
松
堂
安
楽
（
通
常
社
員
社
長
）
の
十
一
名
。
各
一
丁
、
二
十
句
撰
句
。
合
計
の
べ
二
百
二
十
句
掲
載
。
中
に
は
、
尾
張
こ
二
河
・
遠
江
・
美
濃
・
伊
勢
・
横
浜
在
住
者
の
句
も
載
る
。
　
附
録
に
、
白
鴎
舎
新
居
小
集
抜
粋
（
五
句
）
・
新
嘗
小
集
抜
粋
（
七
句
）
・
金
波
楼
小
集
抜
粋
（
七
句
）
掲
載
。
　
刊
記
　
明
治
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
印
刷
・
同
年
十
二
月
二
十
七
日
出
版
。
定
価
六
銭
。
著
作
印
刷
兼
発
行
者
　
東
京
神
田
区
佐
久
間
町
三
丁
目
二
十
一
番
地
桑
弧
社
仮
事
務
所
　
柴
田
英
次
郎
、
売
捌
所
　
東
京
日
本
橋
区
通
一
丁
目
十
九
番
地
　
大
倉
孫
兵
衛
、
同
　
愛
知
県
下
名
古
屋
区
玉
屋
町
　
片
野
東
四
郎
。
　
安
城
市
　
吉
沢
義
夫
氏
蔵
。
【
翻
刻
】
「
桑
弧
集
」
二
編
所
収
「
作
例
一
斑
」
　
作
例
一
斑
余
は
桑
弧
社
よ
り
。
後
進
諸
君
の
為
に
。
冠
句
作
法
等
の
講
義
を
嘱
託
せ
ら
れ
。
既
に
半
歳
余
を
費
し
。
講
義
の
筆
記
は
。
積
で
数
巻
と
な
り
た
れ
ど
も
。
其
苑
猶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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未
だ
一
半
を
余
せ
り
。
折
　
冠
句
の
作
法
は
。
従
来
、
師
弟
間
の
口
授
に
存
し
。
或
は
作
者
自
ら
古
人
の
口
調
を
模
擬
す
る
に
止
り
。
未
だ
曽
で
之
を
書
に
筆
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
は
ん
　
　
　
　
　
ま
ね
る
て
。
後
進
の
為
に
模
範
を
示
し
た
る
者
あ
ら
ず
。
是
以
、
尾
・
三
・
濃
・
勢
・
諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ほ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
な
国
の
如
き
。
冠
句
流
行
の
地
と
雖
も
。
各
其
作
例
を
売
に
す
る
も
の
斟
か
ら
ず
。
嚢
に
「
桑
弧
集
」
初
編
、
世
に
出
て
よ
り
。
府
下
大
に
増
加
し
。
本
社
の
目
的
た
る
。
全
国
普
及
の
　
　
　
ま
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね
く
お
よ
ぶ
い
Ｌ
中
。
間
々
本
社
の
定
論
に
反
す
る
者
あ
り
。
本
社
　
　
　
　
　
け
い
ぇ
い
さ
ん
た
ん
　
乱
畷
、
の
う
し
や
う
は
勿
論
。
遠
方
よ
り
の
投
吟
。
端
緒
を
開
き
た
る
も
。
其
投
吟
仕
の
定
論
に
反
す
れ
ば
。
投
吟
諸
君
が
。
経
営
惨
惟
。
許
多
の
脳
漿
を
費
し
。
自
ら
絶
唱
警
句
と
せ
ら
る
ゝ
者
　
　
　
　
い
。
言
行
″
へ
　
　
　
ゆ
い
贈
。
ぐ
ぐ
゛
　
　
　
　
よ
き
さ
く
う
が
ち
た
る
Ｘ
も
。
評
者
は
顧
阿
廿
ず
し
て
軽
々
に
看
過
し
去
る
。
為
に
投
吟
諸
君
を
し
て
。
評
者
の
疎
漏
を
疑
は
し
む
る
に
至
る
べ
し
。
故
に
社
長
幹
事
は
。
速
に
講
義
録
を
刊
行
し
て
。
本
社
の
定
論
を
公
示
せ
ん
こ
と
を
欲
し
。
頻
に
余
を
督
促
す
れ
ど
も
。
如
何
せ
ん
、
余
は
常
務
あ
り
て
。
急
に
其
望
を
満
た
す
こ
と
能
は
ず
。
よ
り
て
講
義
録
中
よ
り
。
投
吟
諸
君
の
為
に
。
目
下
必
要
を
感
ず
る
作
例
五
則
を
抄
出
し
之
を
「
桑
弧
集
」
二
編
の
巻
端
に
掲
ぐ
る
こ
と
左
の
如
し
。
ぬ
き
だ
し
○
第
一
　
用
字
の
例
及
び
其
算
法
　
冠
句
の
十
二
字
に
限
る
こ
と
は
。
何
人
も
　
じ
ゅ
く
ち
　
　
　
　
　
　
き
ま
り
　
　
　
　
か
ぞ
へ
か
た
　
す
く
な
　
　
　
　
　
　
い
さ
う
　
　
　
　
　
　
く
る
し
　
熟
知
す
る
所
な
れ
ど
も
。
字
数
の
寡
う
し
て
。
意
想
を
尽
す
に
困
か
よ
り
。
往
々
其
定
率
を
超
る
者
あ
り
。
而
し
て
冠
句
は
。
他
の
吟
詠
物
に
比
す
れ
ば
。
ま
Ｘ
き
ま
り
其
字
数
最
も
寡
言
を
以
て
。
少
し
く
之
を
怒
す
る
も
不
可
な
き
が
如
く
な
れ
ど
も
。
其
最
も
寡
言
文
字
を
運
用
し
。
他
の
吟
詠
物
の
未
だ
言
到
ら
ざ
る
所
に
言
ひ
到
り
て
人
を
聳
動
し
。
未
だ
穿
ち
得
ざ
る
所
を
穿
ち
で
人
を
警
発
す
。
是
　ｌ．
／＼
　
　
　
　
　
と
く
い
う
　
　
め
う
し
ょ
　
　
　
　
　
　
　
い
は
い
る
則
、
冠
句
特
有
の
妙
所
に
し
て
。
所
謂
「
寸
鉄
殺
に
人
二
者
な
り
。
若
し
許
　
　
　
　
　
ひ
と
り
も
っ
多
の
文
字
を
用
ゐ
。
許
多
の
言
語
を
費
し
。
始
て
妄
想
を
尽
さ
ん
と
す
れ
ば
。
何
ぞ
冠
句
に
依
る
を
要
せ
ん
。
夫
短
歌
の
如
き
。
三
十
一
字
を
定
率
と
す
れ
ど
も
。
万
葉
は
勿
論
。
古
今
以
下
の
集
に
も
。
字
数
の
定
率
を
超
る
者
斟
か
ら
ず
。
是
他
な
し
。
和
歌
は
仮
名
の
作
用
を
主
と
す
る
を
以
て
。
其
遣
詞
の
都
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ば
つ
か
ひ
　
　
こ
ぷ
」
に
よ
り
て
は
。
定
率
を
超
へ
ざ
る
を
得
ざ
る
者
あ
れ
ば
な
り
。
冠
句
は
是
と
異
な
り
。
平
常
　
慣
用
の
俗
語
を
用
ゆ
る
を
主
と
し
。
題
柄
に
よ
り
。
雅
語
を
用
　
　
　
壮
ド
な
れ
も
ち
ゅ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ゃ
び
こ
と
ば
ゆ
る
を
適
当
と
す
れ
ば
之
を
用
ゐ
。
漢
語
又
は
西
洋
語
を
用
ゆ
る
を
適
当
と
　
　
　
よ
く
は
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
く
ん
り
ゃ
う
ど
く
ぃ
づ
す
る
も
亦
之
を
用
ゆ
。
且
、
漢
語
は
其
慣
用
に
随
ひ
。
音
訓
両
読
執
れ
を
用
ゆ
る
も
妨
げ
な
し
。
斯
く
言
語
を
広
く
用
ゆ
る
上
は
。
字
数
の
定
率
を
超
る
を
許
す
の
必
要
な
し
。
必
要
な
き
に
定
率
を
超
る
は
。
其
責
作
者
の
不
鍛
錬
に
帰
す
べ
し
。
又
字
数
の
算
法
も
。
和
歌
は
専
ら
仮
名
字
の
数
に
よ
り
て
算
す
れ
ど
も
。
冠
句
は
用
字
に
よ
り
て
異
な
る
者
あ
り
。
其
法
。
仮
名
は
其
字
数
を
算
す
る
こ
と
和
歌
の
如
く
し
。
西
洋
語
は
其
字
音
を
仮
名
に
て
記
し
。
仮
名
の
字
数
に
よ
り
て
之
を
算
し
。
且
、
其
語
尾
等
を
長
く
引
く
べ
き
時
に
用
ゆ
る
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ば
の
し
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ジ
ー
　
「
Ｉ
」
の
符
号
の
如
き
は
。
之
を
一
字
に
算
す
。
た
と
へ
ば
「
貴
女
」
の
仮
名
　
　
　
　
　
ふ
て
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
、
ゞ
き
を
三
字
と
算
す
る
が
如
し
。
又
発
音
の
響
を
助
る
為
に
用
ゆ
る
仮
名
は
。
別
に
一
字
と
し
て
算
せ
ず
。
た
と
へ
ば
「
競
走
」
の
仮
名
は
四
字
な
れ
ど
も
。
「
ヱ
」
は
「
ル
」
の
内
に
寵
め
。
三
字
と
し
て
算
す
る
が
如
し
。
又
漢
字
を
音
読
に
て
用
ゆ
る
に
。
書
。
車
。
御
の
如
き
。
声
の
短
促
な
る
文
字
は
。
仮
名
に
て
。
し
よ
。
し
や
。
ぎ
よ
。
の
二
字
宛
と
な
れ
ど
も
。
是
は
一
字
と
し
て
算
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く
わ
う
。
き
や
う
。
の
三
字
宛
と
な
れ
ど
も
。
詰
め
て
二
字
と
算
す
る
な
り
。
然
れ
ど
も
養
生
の
養
。
山
陽
の
陽
の
如
き
。
本
邦
に
て
は
或
る
場
合
に
限
り
。
　
「
や
う
」
の
仮
名
を
「
や
」
の
一
字
に
詰
め
て
用
ゆ
る
こ
と
あ
れ
ど
も
。
養
生
及
び
山
陽
と
い
ふ
時
に
。
「
や
う
」
の
二
字
を
詰
め
て
「
よ
」
と
為
す
が
如
き
は
。
文
字
を
見
ず
し
て
。
単
に
吟
誦
を
聴
く
と
き
は
。
其
何
事
・
何
物
た
る
を
弁
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
斯
の
如
古
文
字
の
使
用
は
。
冠
句
に
於
て
は
堅
く
禁
ず
る
所
な
り
。
之
れ
に
反
し
て
。
日
常
慣
用
の
言
語
を
用
ゆ
る
に
は
。
字
音
の
長
短
。
称
呼
の
正
説
に
拘
ら
ず
。
其
慣
用
に
随
ふ
も
妨
げ
な
し
。
た
と
へ
ば
だ
い
こ
ん
　
　
　
た
ゞ
し
き
と
あ
や
ま
り
な
か
う
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ざ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ん
ぼ
う
大
根
を
「
だ
い
こ
」
。
仲
人
を
「
な
こ
ど
」
。
土
蔵
を
「
ど
ぞ
」
。
貧
乏
を
「
び
し
。
裳
。
光
。
強
の
如
き
。
声
の
舒
暢
な
る
文
字
は
。
仮
名
に
て
。
し
や
う
。
ん
ぼ
」
。
同
志
を
「
と
し
」
と
い
ふ
の
類
な
り
。
要
す
る
に
冠
句
は
。
之
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
り
ゃ
う
　
　
　
　
つ
ま
り
吟
し
て
。
聴
く
人
頓
に
其
句
意
を
悟
了
し
得
る
も
の
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
○
第
二
　
雑
題
の
句
に
。
季
候
又
は
節
物
を
用
ゆ
る
の
例
　
此
場
合
に
は
。
必
肘
て
言
ふ
も
。
其
感
情
の
時
季
に
随
伴
す
る
こ
と
疑
ひ
な
し
。
試
に
看
よ
。
春
温
。
夏
熱
。
秋
冷
。
冬
寒
は
。
千
載
不
易
の
節
序
に
し
て
。
厳
冬
の
時
よ
り
。
盛
暑
の
候
を
前
知
し
得
る
も
。
盛
暑
の
候
に
際
せ
ざ
れ
ば
。
盛
暑
の
感
覚
は
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
か
の
き
ょ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
Ｘ
ろ
の
ひ
、
ゞ
き
ぜ
ざ
る
者
に
て
。
昇
平
の
世
の
詩
人
が
。
塞
下
曲
を
作
ら
ず
と
言
ひ
し
も
亦
其
句
を
作
る
時
の
季
候
又
は
節
物
を
用
ゆ
べ
し
。
冬
の
巻
の
雑
題
に
。
夏
の
季
候
・
夏
の
節
物
を
用
ゆ
る
が
如
き
は
。
吟
詠
物
の
原
則
に
惇
れ
り
。
抑
吟
詠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
し
ょ
く
　
　
　
　
　
　
う
っ
　
　
　
　
　
も
と
の
き
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
い
は
。
各
人
の
事
物
に
感
触
す
る
情
を
写
し
出
す
者
に
て
。
時
季
の
一
辺
に
就
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
じ
ふ
れ
る
　
　
ず
ゐ
は
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
Ｘ
ろ
み
　
み
此
意
な
り
。
或
は
我
国
は
今
日
寒
冽
の
時
な
れ
ど
も
。
或
る
国
は
炎
威
猶
存
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
魯
墜
曝
怒
貼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
さ
す
る
時
な
り
と
感
じ
。
又
は
柳
陰
涼
に
案
じ
た
る
は
昨
日
の
如
く
な
る
に
。
既
に
は
や
寒
風
面
を
劈
く
の
時
至
れ
り
と
感
ず
る
も
。
総
て
目
前
の
季
候
に
就
で
起
き
る
感
覚
な
り
。
故
に
寄
寒
骨
に
徹
す
る
時
に
あ
た
り
。
炎
熱
金
を
錬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
み
る
さ
む
さ
　
　
と
ほ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
い
づ
く
ん
　
あ
っ
さ
す
の
句
を
作
る
が
如
き
は
。
作
者
自
ら
威
す
る
所
な
し
。
焉
ぞ
能
く
人
を
感
ぜ
し
め
ん
や
。
た
と
ひ
趣
向
の
斬
新
な
る
と
。
遣
詞
の
巧
妙
な
る
と
に
因
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
お
こ
　
　
　
と
り
わ
け
あ
た
ら
し
と
ぅ
て
い
そ
ざ
う
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
も
う
　
い
く
わ
ん
り
。
幾
分
に
感
情
を
惹
起
す
に
も
せ
よ
。
到
底
塑
造
の
美
人
。
優
孟
の
衣
冠
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
っ
ま
り
っ
ち
に
ん
ぎ
ゃ
う
り
ゅ
う
や
く
し
ゃ
　
し
ゃ
う
ぞ
く
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
加
之
尚
別
に
一
個
の
不
可
な
る
理
由
あ
り
。
た
と
へ
ば
「
桑
弧
集
」
二
編
の
季
題
は
。
離
に
残
る
菊
。
天
長
節
。
寝
覚
め
の
千
鳥
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
り
ゃ
う
　
　
　
こ
ほ
り
み
せ
　
　
　
　
け
い
じ
ゃ
う
て
。
冬
季
に
属
せ
り
。
若
し
此
集
中
に
。
納
涼
又
は
氷
店
な
ど
の
景
状
を
写
し
た
る
句
あ
り
と
せ
ば
。
看
客
何
如
の
感
を
起
さ
ん
。
恰
も
寒
中
単
衣
を
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ひ
　
み
る
ひ
と
　
へ
ん
さ
ん
　
て
い
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
せ
’
づ
と
え
も
の
し
た
る
人
に
逢
ふ
の
想
あ
り
て
。
編
纂
の
体
面
を
損
ず
る
こ
と
鮮
少
な
ら
ざ
る
べ
し
。
是
則
雑
題
の
句
に
。
季
候
又
は
節
物
を
用
ゆ
る
は
。
其
句
を
作
る
時
の
季
候
又
は
節
物
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
所
以
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
か
○
第
三
句
に
典
故
を
用
ゆ
る
の
例
句
に
典
故
を
用
ゆ
る
は
。
此
を
籍
り
て
文
　
　
　
　
　
　
き
ま
り
た
る
ふ
る
ご
と
字
を
省
き
。
或
は
議
論
の
地
を
為
し
。
又
は
今
日
の
事
に
比
べ
。
感
情
を
深
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
っ
き
ょ
く
　
げ
ん
ざ
い
　
き
ち
ゃ
く
ら
し
む
る
等
の
為
に
し
て
。
其
結
局
は
現
在
に
帰
着
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
お
ち
つ
く
に
近
来
冠
句
集
中
。
往
々
典
故
を
述
べ
た
る
而
巳
の
句
あ
る
を
見
る
。
実
に
一
大
怪
事
と
言
ふ
べ
し
。
此
事
や
。
作
者
或
は
詩
歌
の
詠
史
懐
古
等
に
倣
ふ
の
あ
や
し
き
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
が
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ゎ
い
意
に
出
た
る
者
と
せ
ん
か
。
詠
史
に
は
議
論
又
は
感
慨
等
の
意
あ
り
。
懐
古
七
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に
は
。
追
想
嘆
惜
等
の
意
あ
り
。
決
し
て
単
に
故
事
を
述
べ
た
る
が
如
き
も
　
　
む
か
し
を
お
も
ひ
な
げ
き
を
し
む
　
　
　
　
　
さ
う
せ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
う
そ
の
に
あ
ら
ず
。
然
ら
ば
近
時
の
創
設
と
せ
ん
か
。
吟
詠
物
の
要
素
た
る
感
情
を
欠
け
り
。
た
と
へ
ば
今
爰
に
「
算
火
」
と
い
ふ
題
あ
り
。
「
隼
人
犬
の
声
仕
と
る
」
と
い
ふ
句
を
付
け
た
り
と
せ
ん
か
。
是
只
古
昔
大
嘗
会
の
式
を
述
べ
た
る
に
過
ぎ
ず
。
又
「
眼
識
」
と
い
ふ
題
に
コ
局
い
軒
に
見
初
め
と
る
」
と
い
ふ
句
を
付
け
た
り
と
せ
ん
か
。
是
末
の
梁
氏
が
韓
世
忠
の
英
雄
た
る
こ
と
を
。
微
賎
の
中
に
認
め
。
其
妻
た
ら
ん
と
希
ふ
の
情
を
起
し
た
り
と
言
ふ
に
過
ぎ
ず
。
又
「
雪
の
朝
」
「
四
十
七
人
引
揚
げ
る
」
と
言
ふ
が
如
吉
は
。
大
石
良
雄
等
が
吉
良
邸
を
襲
ひ
だ
る
朝
の
景
状
に
止
れ
り
。
此
種
の
句
は
。
何
程
巧
に
作
り
た
り
と
も
只
取
り
合
せ
が
適
当
な
り
と
言
ふ
に
過
ぎ
ず
し
て
。
作
者
の
胸
中
他
に
感
ず
る
所
あ
る
を
見
ず
。
作
者
自
ら
感
ず
る
所
な
し
。
焉
ぞ
能
く
聴
く
者
を
し
て
感
ぜ
し
め
ん
や
。
是
則
、
冠
句
の
要
素
を
欠
く
と
言
ふ
所
以
な
り
。
故
に
句
中
に
典
故
を
用
ゆ
る
に
は
。
今
日
の
事
に
帰
着
す
る
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。
た
と
へ
ば
前
の
高
軒
の
句
を
「
恋
婿
梁
氏
に
も
恥
ぢ
ぬ
」
と
す
れ
ば
。
冠
句
と
な
る
が
如
し
。
　
　
　
　
　
ほ
う
げ
ん
○
第
四
方
言
を
用
ゆ
る
の
例
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
の
こ
と
ば
従
来
各
地
に
て
刊
行
せ
し
冠
句
集
を
閲
す
る
に
。
専
ら
其
地
の
方
言
を
用
ゆ
る
者
の
如
し
。
他
な
し
是
等
の
集
は
。
其
一
地
方
の
同
好
者
中
に
行
は
る
Ｘ
者
な
れ
ば
。
方
言
を
用
ゆ
れ
ば
。
句
の
意
味
通
じ
易
く
。
感
情
も
亦
深
き
に
因
る
な
る
べ
し
。
然
る
に
本
社
の
目
的
は
。
我
冠
句
を
し
て
。
漸
次
全
国
に
普
及
せ
し
め
ん
と
す
る
に
在
れ
ば
。
用
語
も
亦
注
意
せ
八
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
。
甲
地
の
方
言
は
。
乙
地
の
人
に
通
ぜ
ず
。
随
で
興
味
を
偕
に
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
本
社
に
於
て
は
。
冠
句
の
用
語
は
。
普
く
全
国
に
通
ず
る
者
を
択
ぶ
を
必
要
と
せ
り
。
去
り
な
が
ら
。
題
又
は
句
柄
に
よ
り
。
一
地
方
の
方
言
。
り
・
つ
こ
・
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
Ｉ
Ｉ
’
‘
Ｃ
　
　
　
。
ノ
　
　
ー
ー
！
　
・
ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
！
流
行
言
語
等
を
許
す
こ
と
あ
り
。
た
と
へ
ば
「
パ
ッ
テ
ン
」
と
つ
か
ひ
て
。
長
は
や
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
も
ん
崎
人
た
る
を
表
し
。
「
大
門
」
と
い
ひ
て
。
吉
原
た
る
こ
と
を
示
し
。
車
夫
が
　
「
坂
東
」
と
い
へ
ば
八
銭
た
り
。
盗
賊
が
「
娘
」
と
い
へ
ば
上
蔵
た
り
。
坊
主
が
「
巻
紙
」
と
い
へ
ば
鰹
節
た
り
。
岫
艇
は
官
吏
の
非
職
を
指
し
。
「
ノ
ル
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち
　
　
　
　
　
や
く
に
ん
ン
ト
ン
を
き
め
た
」
と
は
。
人
が
形
を
隠
し
た
る
を
言
ふ
の
類
な
り
。
只
是
等
の
言
語
に
は
。
間
々
識
刺
の
意
を
寓
せ
し
者
あ
り
。
用
舎
心
を
用
ゐ
ざ
る
べ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
る
　
　
　
　
　
よ
せ
る
　
　
　
じ
　
き
　
も
ち
ゐ
る
と
や
め
る
ら
ず
。
又
流
行
言
語
は
。
之
を
用
ゆ
る
の
時
機
を
失
ふ
べ
か
ら
ず
。
要
す
る
に
　
　
　
　
　
つ
う
ご
　
　
　
　
　
い
ん
ご
　
　
べ
い
ご
一
部
局
の
通
語
。
或
は
隠
語
・
謎
語
・
　
と
ほ
り
こ
と
ば
　
　
　
か
く
し
こ
と
ば
な
ぞ
こ
と
ば
方
言
等
は
。
之
を
用
ゆ
る
に
必
要
を
感
ず
る
時
に
之
を
用
ゐ
。
其
他
は
全
国
普
通
の
言
語
を
用
ゆ
べ
し
。
○
第
五
　
西
洋
言
語
を
用
ゆ
る
の
例
　
世
の
風
潮
に
随
ひ
。
今
日
の
新
事
物
を
採
　
　
　
　
　
　
　
ざ
い
り
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
八
つ
い
ｙ
き
っ
と
　
　
　
　
ほ
ん
ぶ
ん
り
て
。
冠
句
の
材
料
と
な
す
は
。
作
者
の
尤
も
務
む
べ
き
本
分
に
し
て
。
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
べ
い
も
ち
ま
へ
　
　
ゆ
に
ふ
せ
っ
の
尤
も
企
望
す
る
所
な
り
。
而
し
て
其
新
事
物
は
。
欧
米
諸
国
の
輸
入
説
よ
り
起
り
。
又
は
輸
入
の
物
品
に
係
る
も
の
。
十
中
六
七
に
居
れ
り
。
故
に
新
事
物
を
材
料
と
す
る
に
は
。
新
熟
字
を
使
用
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
論
な
く
。
間
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
ご
西
洋
語
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
場
合
あ
り
。
何
と
な
れ
ば
原
語
を
使
用
す
れ
ば
。
新
世
界
の
景
状
を
写
し
出
す
に
適
切
な
れ
ば
な
り
。
而
し
て
其
原
語
を
使
81
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用
ず
る
け
。
固
よ
り
簡
単
な
る
事
物
の
称
呼
。
又
は
人
名
・
地
名
等
に
過
ぎ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
み
じ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
び
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
の
う
れ
ど
も
。
本
社
冠
句
の
評
者
中
に
は
。
従
来
冠
句
に
従
事
し
。
此
道
に
は
堪
能
な
る
も
。
簡
単
な
る
洋
語
も
解
し
得
ざ
る
人
な
き
に
あ
ら
ず
。
又
英
語
に
は
通
ず
る
も
。
仏
・
独
の
語
に
は
通
ぜ
ざ
る
人
も
あ
り
。
故
に
其
通
ぜ
ざ
る
人
に
遇
へ
ば
。
折
角
、
作
者
の
苦
心
せ
し
名
句
も
。
伯
楽
に
遇
は
ざ
る
千
里
馬
と
一
般
の
嘆
あ
る
べ
し
。
よ
り
て
本
社
は
西
洋
語
を
用
ゆ
る
の
例
を
規
定
せ
り
。
第
一
。
西
洋
語
を
用
ゆ
る
は
。
最
も
通
用
の
広
さ
英
語
に
限
る
。
第
二
。
先
づ
訳
語
を
記
し
。
典
右
辺
に
原
語
を
片
仮
名
に
て
記
す
。
其
例
「
学
校
」
斯
の
如
し
。
第
三
、
地
名
な
れ
ば
。
支
那
訳
の
例
に
随
ひ
。
支
那
宇
を
填
め
。
其
右
辺
に
片
仮
名
に
て
原
語
を
記
し
。
左
辺
に
「
－
」
の
符
号
を
記
す
。
其
例
「
龍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
動
」
斯
の
如
し
。
人
名
も
亦
同
例
に
し
て
。
左
辺
に
「
＝
」
の
符
号
を
記
す
。
－即
ち
「
査
列
」
斯
の
如
し
。
但
、
地
名
・
人
名
に
限
り
。
支
那
字
を
填
め
　
　
　
Ｉ－
　
ず
。
単
に
原
語
を
片
仮
名
に
て
記
し
。
符
号
の
み
前
の
例
に
随
ふ
も
可
な
り
。
戊
子
の
冬
　
桑
弧
社
名
誉
社
員
　
　
　
講
師
　
若
葉
家
志
計
留
抄
録
注（
圭
）
清
原
社
に
つ
い
て
は
、
『
尾
張
狂
俳
の
研
究
』
（
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
八
年
）
三
一
三
　
　
頁
で
、
水
音
社
の
混
乱
を
う
か
が
う
際
に
触
れ
、
同
社
社
告
を
引
用
し
た
。
（
２
）
「
名
古
屋
『
雅
風
教
会
規
約
』
に
み
る
教
導
職
制
度
の
影
響
」
（
「
椙
山
国
文
学
」
3
3
　
　
　
二
〇
〇
九
年
三
月
発
行
予
定
）
（
３
）
「
明
治
期
の
俳
文
芸
意
識
の
魁
－
東
京
「
清
警
冠
句
」
と
狂
俳
－
」
（
「
東
海
近
世
」
　
　
1
8
東
海
近
世
文
学
会
　
二
〇
〇
九
年
三
月
発
行
予
定
）
付
記
　
貴
重
な
資
料
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
引
用
紹
介
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
安
城
市
の
吉
沢
義
夫
氏
に
は
謝
意
を
表
し
ま
す
。
　
本
稿
は
、
平
成
二
十
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
Ｃ
課
題
番
号
‥
一
八
五
二
〇
一
四
二
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
80
冨
田
　
和
子
Ｉ
み
だ
か
ず
こ
）
　
　
一
九
五
九
年
　
愛
知
県
生
ま
れ
所
属
・
現
職
　
　
椙
山
女
学
園
大
学
　
現
代
了
不
ジ
メ
ン
ト
学
部
助
手
最
終
学
歴
・
学
位
　
　
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
・
博
士
（
人
間
文
化
）
所
　
属
　
学
　
会
　
　
俳
文
学
会
・
日
本
近
世
文
学
会
な
ど
専
　
攻
　
領
　
域
　
　
日
本
文
学
（
俳
文
学
・
児
童
文
学
）
主
要
論
文
他
　
　
『
尾
張
狂
俳
の
研
究
』
（
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
八
年
二
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
　
一
九
九
五
年
）
に
「
狂
俳
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
め
2
3
項
目
を
執
筆
担
当
九
